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住
田
町
プ
ラ
ス
ア
ッ

プ
事
業
協
力
金
７
７

５
０
万
円
の
内
容
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
経
済
対
策
の
第
３
弾
。

第
１
弾
は
、
飲
食
店
を
対
象

と
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ケ
ッ

ト
「
す
み
チ
ケ
」
の
発
行
。

第
２
弾
は
、
多
様
な
業
種
に

使
え
る
、
使
っ
て
応
援
住
田

チ
ケ
ッ
ト
「
す
み
チ
ケ
プ
ラ

ス
」。
第
３
弾
と
し
て
「
住

田
町
プ
ラ
ス
ア
ッ
プ
事
業
協

力
金
」
を
計
上
。

■
事
業
の
目
的

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
業
績

が
悪
化
、
経
営
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
町
内
の
事
業
者

が
、
感
染
予
防
対
策
の
徹
底

問答

や
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
着

手
な
ど
、
従
来
の
事
業
活
動

を
よ
り
発
展
的
に
進
め
よ
う

と
す
る
場
合
に
協
力
金
を
交

付
す
る
も
の
。

■
対
象
要
件

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
令

和
２
年
３
月
か
ら
９
月
ま
で

の
い
ず
れ
か
の
１
カ
月
の
売

上
高
が
、
前
年
対
比
で
少
し

で
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
。

▽
売
上
票
な
ど
収
入
の
減
少

が
わ
か
る
書
類
を
毎
月
作
成

し
て
い
る
こ
と
。

■
協
力
金
額

感
染
症
予
防
対
策
実
施
事

業
者
及
び
実
施
予
定
者
に
対

し
、
10
万
円
を
交
付
し
、
売

り
上
げ
を
回
復
さ
せ
る
た
め

第８回臨時会は、８月４日に開かれ、新型コロナウイルス感染症対策に伴う一般

会計補正予算を原案通り可決。第９回定例会（９月議会）は、９月８日から18日ま

での11日間の会期で開かれました。一般質問には、７人の議員が登壇。木工団地２

事業体、教育行政、観光振興、農業支援策などについて、町の考えをただしました。

また、人事案件、町条例の一部改正、補正予算などを審議し、原案通り可決しま

した。令和元年度一般会計、特別会計など歳入歳出決算については、決算審査特別

委員会を設置し、集中審査しました。（関連記事４～８ページ）

第８回臨時
第９回
あらま



第３弾
























プ
ラ
ス
ア
ッ
プ


協
力
金

インフルエンザ 予防接種助成費
一律 2000円

△ 新型コロナウイルス感染症の影響が懸念される町内事業者。
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の
事
業
活
動
に
取
り
組
む
事

業
者
及
び
計
画
事
業
者
に
対

し
て
10
万
円
を
加
算
。
さ
ら

に
、
従
業
員
数
に
応
じ
た
額

を
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
従
業
員
10
人
未
満
の
事

業
者
に
は
10
万
円
、
10
人
以

上
の
場
合
は
、
80
万
円
を
上

限
に
１
人
に
つ
き
１
万
円
と

す
る
。

10
月
下
旬
に
申
請
受
付
会

場
を
設
置
し
受
付
を
開
始
し

た
い
。
申
請
書
の
取
り
ま
と

め
後
、
11
月
下
旬
頃
の
協
力

金
支
払
い
完
了
を
目
指
す
。

使
っ
て
応
援
住
田
チ

ケ
ッ
ト
（
す
み
チ
ケ
）

の
取
り
組
み
評
価
は
。

第
１
弾
す
み
チ
ケ
の

取
り
扱
い
は
、
２
２

０
０
万
円
の
内
、
６
月
か
ら

10
月
ま
で
の
５
カ
月
の
期
限

で
２
カ
月
が
経
過
し
、
約
１

３
３
０
万
円
が
現
金
に
換
金

さ
れ
た
。
好
評
に
使
わ
れ
、

登
録
飲
食
店
25
店
舗
の
中

で
、
１
５
０
万
円
を
超
え
て

い
る
店
舗
も
あ
り
、
町
内
飲

食
店
の
経
済
好
循
環
が
図
ら

れ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

第
２
弾
す
み
チ
ケ
＋

の
取
扱
内
容
は
。

第
２
弾
す
み
チ
ケ
プ

ラ
ス
の
補
正
額
は
４

０
０
０
万
円
と
な
る
。
１

セ
ッ
ト
５
０
０
円
２
０
枚
の

１
万
円
分
を
５
０
０
０
円
で

８
０
０
０
セ
ッ
ト
を
販
売
す

る
こ
と
で
準
備
を
進
め
て
い

る
。
10
月
か
ら
取
り
扱
い
を

開
始
す
る
。
登
録
店
舗
も
多

業
種
に
幅
を
広
げ
る
。
各
世

帯
に
周
知
を
徹
底
し
、
購
入

は
往
復
ハ
ガ
キ
で
事
前
申
込

み
を
受
け
、
漏
れ
が
な
い
よ

う
配
慮
し
準
備
を
し
て
い
る
。

使
っ
て
応
援
住
田
チ

ケ
ッ
ト
「
す
み
チ
ケ

＋
」
の
増
額
は
。

検
診
予
防
接
種
委
託

料
６
５
２
万
円
の
主

な
内
容
は
。

当
初
予
算
に
計
上
し

て
い
る
子
ど
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
、
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

費
用
助
成
と
同
様
に
15
歳
以

上
64
歳
ま
で
の
町
民
に
対
し

て
も
予
防
接
種
１
回
２
０
０

０
円
を
助
成
す
る
。
今
回
の

予
防
接
種
助
成
の
対
象
者
は

２
５
４
６
人
と
な
る
。
個
人

あ
て
通
知
で
周
知
す
る
。

予
防
接
種
期
間
は
。

成
人
と
高
齢
者
は
10

月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
。
子
ど
も
は
１
月
31

日
ま
で
と
な
る
。












































































第２弾






















インフルエンザ
全町民対象に

人事案件に同意
［教育委員会委員］

畠 山 優 子氏
世田米（再任：56才）

［固定資産評価審査委員会委員］

千 葉 和 三氏
世田米（再任：66才）

小野ちか子氏
上有住（再任：70才）

［人権擁護委員］

澤 田 幸 枝氏
上有住（再任：70才）

遠 藤 哲 弥氏
世田米（新任：61才）

髙 橋 聖 子氏
下有住（新任：60才）

はたけ　 や ま　   ゆ う　　 こ

ち　　　ば　　　わ　　 ぞ う

お　　 の 　  ち　  か　   こ

さ わ　　 だ　　  ゆ き　　 え

え ん　  ど う　  て つ　　 や

た か　  は し　  せ い　　こ

問答問

答

問答

問答

発
行
を
予
定
し
て
い

た
８
０
０
０
セ
ッ
ト

が
２
６
０
０
セ
ッ
ト
以
上
上

回
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、今
回
の
補
正
と
な
っ
た
。

財
政
調
整
基
金
を
財
源
と
し

て
充
当
。
今
回
の
す
み
チ
ケ

問

答

プ
ラ
ス
の
経
済
効
果
は
、
１

億
７
０
０
０
万
円
が
見
込
ま

れ
、
加
盟
事
業
者
は
77
事
業

者
。
加
盟
店
の
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
を
記
入
し
た
カ
タ
ロ

グ
を
併
せ
て
配
布
す
る
。

△ インフルエンザ予防接種が行われている住田地域
診療センター。
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区 分 歳 入 歳 出 採決の結果
一般会計 46億7875万円 45億9006万円 賛成多数

特

別

会

計

国民健康保険 7億4570万円 6億9676万円 賛成全員
簡易水道事業 3億7971万円 1億8008万円 賛成全員
下水道事業 1億 50万円 7895万円 賛成全員
介護保険（保険・介護サービス） 9億8737万円 9億6061万円 賛成全員
後期高齢者医療 7210万円 7155万円 賛成全員

計 22億8538万円 19億8795万円
合 計 69億6413万円 65億7801万円
前 年 比 100.7 ％ 98.8 ％

令和元年度 一般会計・特別会計決算の状況

自主財源

依

存
財 源

（歳入）

収入
46億
7875万円

繰越金
１億4173万円（3.0％）

町税
５億1583万円
（11.0％）

諸収入　9941万円（2.1％）

財産収入
6268万円（1.4％）

その他の自主財源
3億2107万円（6.9％）

地方交付税
25億2101万円
（53.9％）

存
国庫・県支出金
５億773万円
（10.9％）

町債
３億4182万円
（7.3％）

その他の
依存財源
１億6747万円
（3.5％）

令和元年度　一般会計決算

依存財源
国・県・借入金に
頼ったお金

自主財源
町が自力で
収入できるお金

（歳出）

支出
45億
9006万円

総務費
８億6243万円
（18.8％）

民生費
10億1672万円
（22.2％）

衛生費
３億5743万円（7.8％）

土木費
３億7698万円
（8.2％）

その他
１億7277万円（3.7％）

諸支出金
2786万円（0.6％）

公債費
７億805万円
（15.4％）

農林業費
２億8675万円
（6.2％）

教育費
４億9804万円
（10.9％）
４億9988048 万円４億99880480 万円円
（10（10（10（10（10（（ 9.9.9.9.99％9％9％9％）））））））））））

消防費
２億8303万円
（6.2％）

借金借金借金
貯金貯金貯金

60億2512万円60億2512万円

町債（借金）と基金（貯金）の状況

40

50

60

4000

5000

6000
5720 5647

5481
5331

519452.7
51.0

49.8
47.6

51.6

48.7 48.4
46.9 46.8 45.9

H27 H28 H29 H30 R1
（人口は人口ビジョン実績値による）

（単位：人）（単位：億円）

過去５年間の一般会計
歳入・歳出決算と人口の推移

町債
（借金）

基金
（貯金）

町民１人
あたり 116万円

43億3698万円43億3698万円
町民１人
あたり 84万円

（一般会計）

歳入 歳出



決
算
審
査
特
別
委
員
会
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初期の事務事業達成
令和元年度各会計決算は、計
数的に正確で内容も正当であ
る。財政状況も各種指標が示
すとおり、安定した健全財政を
維持している。各種施策は初
期の事務事業が計画的に達成
されている。今後においても、
住民福祉の向上のため、健全な
財政運営を維持しながら創意
工夫を凝らし積極的な施策の
展開を期待する。木工団地２
事業体の破産については、その
影響が、本町行財政運営におい
て最小限に抑えられるよう努
められたい。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

令和元年度決算のようす


令和元年度決算を認定可決

令和元年度一般会計・５つの特別会計の決算認定議案が提出さ
れました。
歳入総額から歳出総額を差引きし、令和２年度に繰り越す額を

除いた実質収支額は、一般会計で8868万５千円、特別会計５会
計で２億9743万７千円であり、合わせて３億8612万２千円の
黒字決算でした。

監査員の意見
代表監査委員 紺 野 仁











林
﨑
幸
正
議
員

貸
し
手
責
任
重
い

令
和
元
年
度
は
、
意
欲

あ
る
初
期
の
事
業
が
計
画

的
に
達
成
さ
れ
た
点
は
大

い
に
評
価
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
木
工
団
地
２
事

業
体
の
破
産
は
誠
に
遺
憾

で
あ
る
。
今
後
の
破
産
手

続
き
に
お
い
て
多
額
の
未

回
収
金
の
発
生
が
予
想
さ

れ
、
そ
の
貸
し
手
責
任
を

重
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
２
事
業
体
に

対
す
る
町
の
債
権
総
額
は

11
億
２
７
６
３
万
円
で
あ

り
、
町
税
の
約
２
年
分
に

相
当
す
る
。
町
民
に
対
し

明
確
な
行
政
責
任
の
謝
罪

も
な
く
現
在
に
至
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。











佐
々
木
春
一
議
員

資
源
創
出
を
評
価

令
和
元
年
度
は
、
総
合

戦
略
、
総
合
計
画
等
の
最

終
年
度
。
住
民
生
活
を
守

る
た
め
の
優
先
順
位
を
明

確
に
し
た
計
画
推
進
、
住

民
参
加
型
の
事
業
展
開
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
仕

事
の
創
出
等
に
取
り
組
ん

だ
姿
勢
を
評
価
す
る
。
木

工
団
地
２
事
業
体
の
破
産

に
つ
い
て
は
、
そ
の
影
響

が
本
町
行
財
政
運
営
に
お

い
て
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

今
後
に
お
い
て
は
、
地
域

の
人
材
・
資
源
・
技
術
を

生
か
し
た
内
発
的
な
取
り

組
み
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
申
し
述
べ
賛
成
討
論
と

す
る
。

討

論

△ 未来の子ども達に健全な財政を引き継ぐ。
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決
算
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク

め
ざ
せ
効
率
の
よ
い
行
財
政
運
営

質疑

総
務
･税
務
課

問

平
成
30
年
度
と
比
べ

個
人
住
民
税
収
入
の
増
加
が

見
ら
れ
る
が
。

答

大
き
な
部
分
は
、
給

与
所
得
が
全
般
的
に
上
が
っ

税
・
町
有
住
宅

決
算
審
査
特
別
委
員
会

本
町
の
将
来
を
見
据
え

た
各
種
政
策
を
評
価
す
る
。

本
町
の
財
政
状
況
は
、
財
政

健
全
化
判
断
比
率
が
示
す

と
お
り
、
健
全
な
財
政
を
維

持
し
て
い
る
。
今
後
に
お

い
て
も
、
財
政
計
画
に
基
づ

き
適
切
な
財
政
運
営
に
努

め
ら
れ
た
い
。

一
般
会
計
、
特
別
会
計
の

い
ず
れ
も
認
定
と
な
っ
た

が
、
一
般
会
計
の
認
定
に
対

し
付
帯
決
議
を
付
す
こ
と

と
な
っ
た
こ
と
を
重
く
受

け
と
め
ら
れ
た
い
。
決
算

審
査
に
お
け
る
質
疑
、提
言
、

決
議
が
次
年
度
以
降
の
予

算
編
成
に
活
か
さ
れ
町
民

生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

健全財政を維持
決算審査特別委員会
委員長 佐々木信一

委 員 長 報 告

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

問

町
有
住
宅
等
の
管
理

や
環
境
整
備
の
状
況
は
。

答

町
有
地
は
草
刈
り
を

年
２
回
実
施
し
て
い
る
。
住

居
者
の
い
な
い
町
有
住
宅
は
、

管
理
が
難
し
い
面
も
あ
る
が
、

町
で
気
付
い
た
時
や
指
摘
が

あ
っ
た
時
は
対
応
し
て
い
る
。

問

公
債
費
が
し
ば
ら
く

は
高
止
ま
り
と
な
る
状
況
の

中
で
、
町
民
に
対
し
町
づ
く

り
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
理
解
を
ど

う
伝
え
ら
れ
た
か
。

答

「
共
生
の
ま
ち
」
と

い
う
こ
と
を
住
民
懇
談
会

等
、
機
会
あ
る
ご
と
に
町
民

に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
公
債
費
は
、
子
ど
も
た

ち
に
マ
イ
ナ
ス
部
分
を
増
や

さ
な
い
、
で
き
れ
ば
減
ら
す

と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
と

と
も
に
、
住
田
に
生
き
る
価

値
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
町

民
と
相
談
し
な
が
ら
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

問

住
民
交
流
拠
点
施
設

「
ま
ち
や
世
田
米
駅
」
の
宿

泊
施
設
と
し
て
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
。

答

宿
泊
業
の
許
可
が
取

れ
る
よ
う
防
火
壁
も
整
備
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
指

定
管
理
者
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

人
員
体
制
の
構
築
や
感
染
症

予
防
対
策
が
課
題
と
な
る
。

鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る
。

決算審査特別委員会（委員長・佐々木信一議員）は、９月14日から16日ま
での３日間にわたって開かれ、一般会計と５つの特別会計の歳入総額69億
6413万円、歳出総額65億7801万円の決算について審査しました。
ここでは、決算の状況を掲載するとともに、特別委員会の審査の中からい
くつかの質疑を取り上げ、内容を要約してお知らせします。

企
画
財
政
課

公

債

費

△ 移住・定住を促進する町営住宅。

住
民
交
流

△ 住民交流の拠点「まちや世田米駅」。
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問

妊
産
婦
の
健
康
状
態

が
悪
く
な
り
産
後
か
ら
仕
事

や
子
育
て
が
困
難
に
な
る
こ

と
も
あ
る
が
、
今
後
の
対
応

は
ど
う
か
。

答

産
後
ケ
ア
が
重
要
な

部
分
と
な
る
。
保
健
師
に
よ

る
家
庭
訪
問
や
保
育
園
に
お

い
て
、
母
子
の
様
子
等
を
確

認
す
る
な
ど
支
援
し
て
い
く
。

成果　　 効果
今後　対応

は？は？ は？は？
は？は？のの

決
算
審
査
特
別
委
員
会

問

国
民
健
康
保
険
税
算

定
に
係
る
子
ど
も
の
均
等
割

分
の
負
担
軽
減
措
置
に
、
指

定
寄
付
金
や
子
育
て
支
援
基

金
等
を
活
用
し
て
取
り
組
む

こ
と
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答

他
の
制
度
と
の
不
公

平
感
と
い
う
こ
と
も
考
慮
し

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
時
点
で
軽
減
措
置
は
考
え

て
い
な
い
。

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
川
口
上
有
住
駅
線
に
役
場

前
停
留
所
を
設
置
し
た
が
、

利
用
状
況
等
は
ど
う
か
。

答

川
口
上
有
住
駅
線
の

利
用
は
１
便
当
た
り
３
人
程

度
で
昨
年
度
と
同
様
と
捉
え

て
い
る
。
利
用
者
の
大
幅
な

伸
び
は
難
し
い
が
、
病
院
や

買
い
物
等
に
町
民
の
足
と
し

て
運
行
し
て
い
る
の
で
で
き

る
限
り
利
用
し
て
ほ
し
い
。

問

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン「
す
み
ち
ゃ
ん
」に
対
す
る
町

の
補
助
金
が
増
え
て
い
る
が
、

運
営
状
況
は
ど
う
か
。

答

ひ
と
月
の
訪
問
回
数

２
０
０
回
が
黒
字
化
す
る
基

準
と
な
る
が
、
ま
だ
そ
の
基

準
に
達
し
て
い
な
い
。
利
用

者
増
や
看
護
師
の
体
制
も
整

備
し
な
が
ら
早
期
の
黒
字
化

に
向
け
「
す
み
ち
ゃ
ん
」
と

協
議
し
な
が
ら
取
り
組
む
。

補
助
金
は
利
用
者
増
に
よ
り

徐
々
に
減
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
す
る
。

問

中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
制
度
と
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
制
度
の
課

題
や
今
後
の
あ
り
方
は
。

答

加
入
団
体
が
若
干
減

る
傾
向
に
あ
り
、
高
齢
化
に

伴
う
農
作
業
負
担
等
の
解
決

が
本
町
農
業
の
課
題
で
も
あ

る
。
今
後
は
福
祉
施
策
と
同

じ
よ
う
に
農
業
に
お
い
て
も

地
域
全
体
で
と
い
う
こ
と
を

考
え
な
け
れ
ば
農
地
の
保
全

は
難
し
い
時
代
に
な
る
。

問

松
く
い
虫
被
害
へ
の

今
後
の
対
応
と
収
束
の
見
込

み
は
ど
う
か
。

答

町
民
か
ら
の
情
報
を

も
と
に
調
査
し
駆
除
す
る
。

松
く
い
虫
被
害
と
疑
わ
し
い

も
の
を
含
め
て
全
量
駆
除
を

目
指
す
。
被
害
本
数
が
激
減

し
て
い
か
な
い
と
収
束
の
判

断
は
難
し
い
。

問

岩
沢
橋
の
修
繕
工
事

の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

答

橋
り
ょ
う
は
、
毎
年

の
点
検
と
５
年
に
１
回
は
法

定
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
早
急
に
修
繕
が
必

要
な
橋
り
ょ
う
と
は
な
っ
て

い
な
い
。
経
過
観
察
を
し
て

い
く
。

問

栗
木
鉄
山
跡
の
活
用

に
関
す
る
今
後
の
展
望
は
ど

う
か
。

答

栗
木
鉄
山
跡
は
令
和

３
年
度
に
国
指
定
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。
歴
史
文
化
的

及
び
観
光
資
源
と
し
て
の
活

用
を
検
討
す
る
。
案
内
看

板
、
駐
車
場
等
の
環
境
整
備

も
必
要
と
考
え
る
。

問

住
田
高
校
自
学
自
習

支
援
事
業
で
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
１
人
増
員
さ
れ
３

人
と
な
っ
た
。そ
の
役
割
、課

題
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

答

小
論
文
の
作
成
、日
常

的
学
習
サ
ポ
ー
ト
、地
域
創

造
学
推
進
の
ア
ド
バ
イ
ス
、生

徒
の
相
談
、学
校
と
の
連
絡
調

整
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。ま

だ
取
り
組
み
半
ば
で
あ
り
、こ

の
事
業
の
検
証
は
こ
れ
か
ら
と

な
る
。当
面
は
今
の
事
業
の
強

化
に
努
め
る
。

訪
問
看
護

保
健
福
祉
課

妊
産
婦
ケ
ア

農
地
保
全

農
政
課

松
く
い
虫

林
政
課

橋
り
ょ
う
点
検

建
設
課

教
育
委
員
会

栗
木
鉄
山

△ 「すみちゃん」の訪問看護車。

令 和
元年度


町
民
生

課

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

国
民
健
康
保
険

住
田
高
校



すみた議会だより 171号
令和２年10月30日

8

＜提案理由＞
木工団地２事業体が事業継続を断念し、７月31

日付で盛岡地方裁判所一関支部に破産を申請し受

理され、８月14日付で破産手続きの開始決定がな

されたことや監査委員の令和元年度住田町歳入歳

出決算の審査意見においても指摘があったことか

ら、議会としての意見を提案し可決した。

決議の内容は次のとおり。

※付帯決議とは…町長（執行機関）から提案された予算や条例な
どの議案に対して、その執行に当たっての議会
としての要望や意見等を表すもの。法的な拘束
力はないが、町長はこの要望や意見等を尊重す
る政治的・道義的な責任を負うことになる。

１ ２事業体の破産の影響が、本町の行財政運営におい
て、最小限に抑えられるよう努めること。今後の法的
手続きの状況等についても議会に報告すること。

２ 町民に対し、これまでの経緯や今後の対応等につい
て十分な説明を行うこと。

３ 基金の運用や貸付けについては、適切な債権管理に
努めるとともに、事業計画や資金計画等を十分に精査
し、同様の事態が発生しないよう慎重に取り組むこと。

４ 町有林は、本町の自主財源となる貴重な町有財産で
あることから適切な立木売払いに努めること。

５ 森林・林業のまちの根幹をなす事業の継続と雇用の
確保に努めること。

以上、決議する。

令和２年９月18日

住田町議会

令和元年度住田町一般会計決算の認定に対する付帯決議

のの
請
願

第
２
号

件 名 緊急経済対策に「消費税率５％への引き下げを求める意見書」の提出を求め
る請願

請願者の住所・氏名 盛岡市松尾町19-8 岩手県商工団体連合会 会長 関沢 浄 他６団体

紹介議員 林﨑幸正、佐々木信一

付託常任委員会 総務教民常任委員会

審査の結果 継続審査

本会議での採決 閉会中の継続審査

請
願

第
３
号

件 名 「安全・安心で、ゆきとどいた教育実現につながる少人数学級」の実現を求
めることについての請願書

請願者の住所・氏名 盛岡市本町通１丁目10-35
少人数学級を実現する岩手の会 代表 田代 高章

紹介議員 阿部祐一、水野正勝

付託常任委員会 総務教民常任委員会

審査の結果 採択すべきものと決定

本会議での採決 全員賛成 国へ意見書提出

第９回定例会 令和元年度各種会計決算 採決状況一覧
○賛成 ×反対

議 案

水
野

正
勝

荻
原

勝

佐
々
木
初
雄

佐
々
木
信
一

佐
々
木
春
一

村
上

薫

阿
部

祐
一

林
﨑

幸
正

菊
池

孝

高
橋

靖

菅
野

浩
正

瀧
本

正
德

議決結果
(賛成･反対)

決算審査特別委員会 委員長（佐々木信一）議長（瀧本正德）は採決に加わりません

認定第１号 一 般 会 計 ○ ○ ○ ー ○ × × × ○ ○ ○ ― 認 定(7 ： 3）
認定第２号 特

別
会
計

国民健康保険 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認 定
認定第３号 簡 易 水 道 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認 定
認定第４号 下 水 道 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認 定
認定第５号 介 護 保 険 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認 定
認定第６号 後期高齢者医療 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認 定

本会議 議長（瀧本正德）は採決に加わりません

認定第１号 一 般 会 計 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ― 可 決(９：２）

議 案 審 議
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車
両
運
行
と
利
用
者

数
の
見
込
み
等
を
考

慮
し
、
週
２
日
、
火
曜
日
と

金
曜
日
、
各
２
往
復
の
運
行

と
し
た
。

議 案 審 議

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

役
場
中
井
線
を
運
行

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の

地
域
の
経
済
社
会
に
お
い
て
果

た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、

そ
の
振
興
に
関
す
る
基
本
理
念

を
定
め
る
。
町
、
中
小
企
業
者
・

小
規
模
企
業
者
及
び
商
工
会
、

そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
明
確
化
す

る
と
と
も
に
、
町
は
中
小
企
業

者
等
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を

推
進
す
る
予
算
の
確
保
に
努
め

る
こ
と
を
明
文
化
す
る
も
の
。

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
基
本
条
例
を
制
定
す

る
背
景
と
対
象
事
業
者
の
登
録

は
。

人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
、

各
種
商
工
団
体
等
の
統

合
、
再
編
が
話
題
に
な
る
時
代
背

景
が
あ
る
。
商
工
会
未
登
録
の
事

業
者
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
と
連

携
し
加
入
促
進
に
努
め
た
い
。

問答

条例制定

中小企業･小規模企業振興

条例一部改正

岩
手
県
交
通
株
式

会
社
が
運
行
す
る

中
井
線
の
廃
止
に

対
応
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
、

役
場
と
大
股
中
井
間
の
運
行

路
線
を
新
設
す
る
も
の
。

10
月
か
ら
運
行
さ
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
役

場
中
井
線
の
運
行
対
応
は
。

問

答

光
熱
費
支
援
給
付
金

２
４
４
２
万
円

補正予算新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
に
伴
う
冬
期

間
の
外
出
自
粛
に
よ
る
光
熱

費
の
増
額
に
対
し
て
、
世
帯

の
家
計
へ
の
支
援
を
行
う
も

の
。
１
世
帯
当
た
り
１
万
円

を
給
付
（
生
活
保
護
世
帯
除

く
）。
ま
た
、
加
算
給
付
金

と
し
て
、
高
齢
者
（
65
歳
以

上
）
の
み
世
帯
や
重
度
障
が

い
者
が
い
る
世
帯
な
ど
に
は

５
０
０
０
円
を
加
算
す
る
。

給
付
金
の
申
請
は
不
要
だ

が
、
加
算
は
申
請
が
必
要
と

な
る
。

指定管理

●
指
定
管
理
者

ア
ト
リ
エ
・
リ
ト
ア

世
田
米
字
大
通

●
指
定
管
理
期
間

令
和
２
年
10
月
１
日

～
令
和
７
年
３
月
31
日

住田木工館

新型コロナ対策に関する主な補正予算
№ 事 業 名 事 業 費

1 検査対象者輸送車購入費
（新型コロナウイルス感染症対応の検査対象者輸送車の購入） 402万円

2 無線LAN機器整備工事費・オンライン会議用備品購入費
（web会議の実用化や災害対応などで活用するため、地区公民館にWi-Fi環境など整備）

1838万円
355万円

3 使って応援住田チケット「すみチケ＋（プラス）」（経済支援） 1646万円
4 光熱費支援給付金（全世帯対象） 2442万円
5 検診・予防接種委託料（インフルエンザ予防接種15歳～64歳分他） 652万円
6 気仙圏域地域外来・PCR検査センター事業負担金 59万円
7 住田町プラスアップ事業協力金（経済支援） 7750万円
8 避難所備品購入、資機材搬送車購入費 2003万円
9 修学旅行等キャンセル料（小・中学校）補助 422万円

10 学習用情報教育機器購入・回線使用料（学校教育現場のＩＣＴ環境を整備のため、児童生徒１人１台端末を整備） 1111万円

１
世
帯
あ
た
り

１
万
円
給
付

△ 小規模企業や中小企業の皆さんを
応援する「住田町商工会」。

△ 町民の足「コミュニ
ティバス」。

△ 住田町木工館。
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なお、全文記録（議事録）は、11月下旬から役場庁舎
２階の総務課と町ホームページ上で閲覧できます。





ページ 質 問 者
(登壇順) 質問項目

11 荻原 勝
① 気仙川の防災対策
② 新型コロナ時代の長期化を見据え
た教育行政

12 水野 正勝
① 新たな観光振興への取り組み
② 新型コロナウイルス感染症の収束
後を見据えた移住・定住等の促進

13 佐々木信一 ① 木工団地２事業体破産に伴う今後の対応
② 新型コロナウイルス感染症への対応

14 佐々木春一

① 三木とランバーの破産による影響と対応
② 新型コロナウイルス感染防止の検
査体制の強化

③ 新型コロナ禍の学校現場から見え
てきた教育課題と「GIGAスクール
構想」への対応

15 村上 薫 ① 木工団地２事業体の破産と今後の対応
② 新型コロナウイルス感染症対策

16 阿部 祐一
① 新型コロナウイルス感染症拡大に
係る農業支援策

② 農作業の安全対策

17 林﨑 幸正
① 木工団地２事業体の未償還金等への対応
② 新型コロナウイルス感染症対策
③ 滝観洞の再開発
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一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
施
策
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
を
聞
き
、
疑
問
点
を
質
す
こ
と
。

質
問
の
方
法
は
、
１
回
目
は
一
括
し
て
質
問
し
ま
す
が
、
２
回
目

以
降
は
一
問
ず
つ
質
問
す
る
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
て
60
分
で
す
。

９月議会
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我
が
町
政
を
問
う

問
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
現
象
へ

対
応
は

答
問
大
雨
等
の
際
に
気
仙
川

が
中
沢
川
に
逆
流
す
る
バ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
現
象
が
危
惧

さ
れ
る
が
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。答

町
長

こ
れ
ま
で
、
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

タ
ー
現
象
は
発
生
し
て
い
な
い

が
、
本
流
と
支
流
相
互
の
関

係
で
、
今
後
、
起
こ
り
得
る
可

能
性
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
安
全
安
心
を
確

保
し
て
い
く
考
え
か
。

答
町
長

県
に
お
い
て
は
、
気
仙
川

の
流
れ
に
配
慮
し
河
川
改
修

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
必
要
に
応
じ
て
護
岸
改

修
や
河
道
掘
削
を
県
に
働
き

か
け
て
い
く
。
町
に
お
い
て

も
増
水
時
の
危
険
個
所
の
パ

ト
ロ
ー
ル
、
水
位
や
被
害
情

報
の
共
有
等
に
よ
る
迅
速
、

円
滑
な
避
難
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
豪
雨
等
の
洪
水
時
に
お

け
る
す
み
た
荘
の
入
所
者
等

の
安
全
を
ど
の
よ
う
に
確
保

し
て
い
く
の
か
。

答
町
長

鳴
瀬
会
で
作
成
し
て
い
る

洪
水
時
の
避
難
確
保
計
画
に

基
づ
き
、
最
終
的
に
は
施
設

の
判
断
で
避
難
し
安
全
確
保

を
図
る
こ
と
に
な
る
が
、
町

の
防
災
及
び
福
祉
担
当
課
と

協
議
し
な
が
ら
避
難
行
動
を

早
期
に
判
断
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
教
職
員
の
業
務
増
大
へ

の
対
応
と
子
ど
も
た
ち
の
学

び
の
保
障
に
注
力
で
き
る
環

境
整
備
は
ど
う
か
。

答
教
育
長

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

（
学
習
支
援
ソ
フ
ト
導
入
）

に
よ
る
校
務
の
効
率
化
、
遠

隔
授
業
の
実
施
に
よ
る
休
校

時
へ
の
対
応
、
緊
急
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
活

用
に
よ
る
教
職
員
の
業
務
増

大
へ
の
対
応
等
に
よ
り
、
児

童
生
徒
と
教
職
員
を
取
り
巻

く
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
シ
ニ
ア
層
に
お
い
て
も

生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
デ
ジ

タ
ル
が
欠
か
せ
な
い
。
デ
ジ

タ
ル
格
差
解
消
の
支
援
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答
教
育
長

シ
ニ
ア
層
に
お
け
る
生
活

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル

機
器
活
用
の
重
要
性
は
感
じ

て
い
る
。
社
会
教
育
事
業
に

お
け
る
シ
ニ
ア
層
を
対
象
と

し
た
身
近
な
学
習
機
会
は
高

齢
者
教
室
と
な
る
。
そ
の
中

で
学
習
課
題
と
し
て
取
り
上

げ
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
。

問 学びに注力できる環境整備を
答 サポートスタッフを配置

△ パソコンを活用した学習に励む生徒。

荻
おぎ

原
わら

勝
まさる

議員

議員のつぶやき

護
岸
改
修
と
河
道
掘
削
で

７月の九州豪雨・山形豪雨
を念頭に地域防災を
さらに強化すべき



すみた議会だより 171号
令和２年10月30日

12

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
後
を
見
据
え

た
町
の
移
住
・
定
住
促
進
の

取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

答
町
長

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
情
報
発

信
、
住
宅
情
報
の
提
供
、
本

町
へ
の
ツ
ア
ー
の
開
催
、
空

き
家
活
用
事
業
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
大
き
く
変
化
し
た
首
都

圏
在
住
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問 商業分野に地域おこし隊を
答 事業の可能性を検討

問
観
光
振
興
の
現
状
と
今

後
の
あ
り
方
は
ど
う
か
。

答
町
長

町
内
の
観
光
資
源
の
有
機

的
連
携
や
広
域
連
携
の
発
信

力
を
生
か
し
な
が
ら
観
光
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
入
込
客
数
や
営
業
に
大

き
く
影
響
し
て
い
る
。
本
町

の
自
然
観
光
資
源
を
生
か
せ

る
新
た
な
企
画
な
ど
を
プ
ラ

△ キャンプ場としての活用ができないか滝観
洞観光センター上の敷地（かつての駐車場）。

問答

民
間
事
業
者
と
協
議

ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
推
進
を

水
みず
野
の
正
まさ
勝
かつ
議員

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
を
小
売
店
や
サ
ー
ビ
ス
業

の
後
継
者
確
保
や
事
業
継
続

に
適
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
町
長

今
後
、
事
業
の
可
能
性
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

問
本
町
の
仮
設
住
宅
団
地

を
関
係
人
口
の
創
出
に
活
用

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
企
画
財
政
課
長

震
災
遺
構
と
し
て
の
活
用

や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の

拠
点
と
し
て
提
供
で
き
な
い

か
検
討
を
進
め
て
い
る
。

ス
し
、
そ
の
継
続
等
に
よ
り

描
き
出
さ
れ
る
姿
が
観
光
振

興
の
将
来
像
と
考
え
る
。

問
遊
林
ラ
ン
ド
の
現
状
と

今
後
の
活
用
の
展
望
は
ど
う

か
。答

農
政
課
長

令
和
３
年
度
ま
で
は
、
森

林
体
験
活
動
へ
の
活
用
を
目

的
と
し
た
指
定
管
理
と
な
る

が
、
そ
れ
以
降
の
種
山
一
帯

の
管
理
の
あ
り
方
の
検
討
も

進
め
て
い
る
。

問
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
等
を

見
据
え
、
本
町
の
自
然
を
生

か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー

に
取
り
組
む
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
滝
観
洞
に
お
い

て
、「
Ｓ
Ｌ
が
見
れ
る
キ
ャ

ン
プ
場
」
の
取
り
組
み
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

答
町
長

観
光
業
と
し
て
経
営
継
続

で
き
る
あ
り
方
を
官
民
連
携

で
話
し
合
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー

も
話
題
と
し
て
い
る
。

答
農
政
課
長

滝
観
洞
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
方
向
性
を
観
光
協
会
と

一
緒
に
考
え
、
事
業
者
が
実

現
で
き
る
形
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
。

議員のつぶやき

第２次キャンプ
ブームの到来。

住田の自然観光資源を
生かしたい。

我
が
町
政
を
問
う
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我
が
町
政
を
問
う

問
破
産
に
よ
る
町
へ

影
響
は

答
問
木
工
２
事
業
体
の
破
産

に
伴
う
町
及
び
関
連
事
業
者

へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答
町
長

町
の
債
権
は
、
総
額
で
10

億
円
を
超
え
る
。
破
産
管
財

人
に
よ
る
債
権
整
理
の
中
で

配
当
を
受
け
た
と
し
て
も
町

が
有
す
る
債
権
の
回
収
は
非

常
に
難
し
い
と
捉
え
て
い
る
。

２
事
業
体
の
出
資
団
体
は
、

三
木
が
18
団
体
、
ラ
ン
バ
ー

が
８
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
出
資
金
の
回
収

や
取
り
引
き
の
あ
る
関
連
事

業
者
で
は
、
売
掛
金
の
回
収

等
、
多
方
面
で
影
響
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
２
事
業
体
の
町
民
説
明

会
を
い
つ
開
催
す
る
の
か
。

答
町
長

町
顧
問
弁
護
士
、
対
策

チ
ー
ム
、
議
会
と
協
議
し
な

が
ら
、
機
会
を
捉
え
て
町
民

へ
の
説
明
を
行
う
。

問
今
後
の
事
業
継
続
に
つ

い
て
町
で
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
町
長

け
せ
ん
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業

協
同
組
合
に
両
事
業
体
の
従

業
員
の
雇
用
を
含
め
、
事
業

を
継
続
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
林
業
、
木
材
産
業
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
は
、
競
争

力
の
あ
る
組
織
と
し
て
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
情
報
の
共
有
等
を
図

り
な
が
ら
、
行
政
と
し
て
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
国
、
県
の

支
援
策
に
町
単
独
で
支
援
の

上
乗
せ
を
す
る
考
え
は
な
い

か
。答

町
長

町
民
が
事
業
者
を
応
援
す

る
「
す
み
チ
ケ
＋
プ
ラ
ス

チ
ケ
ッ

ト
」
や
感
染
症
予
防
の
徹
底

や
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と

す
る
事
業
者
に
対
す
る
「
住

田
プ
ラ
ス
ア
ッ
プ
事
業
協
力

金
」
に
よ
り
、
共
生
の
ま
ち

住
田
ら
し
い
経
営
継
続
の
支

援
を
し
て
い
く
。

問
小
中
学
校
の
今
後
の
修

学
旅
行
の
あ
り
方
は
ど
う
か
。

答
教
育
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
長
期
化
が
予
想
さ
れ

る
が
、
今
後
も
学
習
指
導
要

領
に
お
け
る
特
別
活
動
の
一

つ
と
し
て
実
施
す
る
。
旅
行

業
者
に
は
感
染
症
対
策
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
利
用
上
の
対
策
の
徹
底
を

お
願
い
す
る
。
訪
問
先
の
選

定
や
活
動
内
容
等
の
基
本
方

針
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
先
の

見
え
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
時
の
感
染
拡
大

状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
判

断
す
る
こ
と
に
な
る
。

問 経営継続の支援策は
答 プラスアップ事業協力金で

△ 事業者を応援するプレミアム付チケット
「すみチケ＋（プラス）」。

佐
さ

々
さ

木
き

信
しん

一
いち

議員

総
額
回
収
は
非
常
に
厳
し
い議員のつぶやき

小・中学校の思い出
作りの修学旅行には
行ってほしいな
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問
三
木
・
ラ
ン
バ
ー
の
２

事
業
体
に
対
し
、
事
業
継
続

に
向
け
、
具
体
的
な
返
済
計

画
を
求
め
て
き
た
が
。

答
町
長

両
事
業
体
か
ら
は
、
公
認

会
計
士
に
よ
る
財
務
分
析
を

行
い
、
事
業
運
営
と
返
済
計

画
を
理
事
会
で
協
議
し
、
報

告
す
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

問
公
認
会
計
士
に
よ
る
財

務
・
事
業
調
査
報
告
の
内
容

は
。答

町
長

財
務
分
析
の
結
果
は
、
け

せ
ん
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
協
同

組
合
を
中
心
と
す
る
有
機

的
、
一
体
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
の
内
容
で

あ
っ
た
。

問
事
業
体
の
意
思
決
定
の

問
答 会計士財務調査実施

問
感
染
拡
大
防
止
に
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
拡
充
が
求

め
ら
れ
る
が
。

答
町
長

７
月
29
日
に
「
気
仙
圏
域

地
域
外
来
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
。
検
査
件

数
は
１
日
あ
た
り
３
件
ま

で
。
９
月
３
日
現
在
で
12
件

の
検
査
を
実
施
し
、
全
て
陰

性
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
慣
れ

て
く
れ
ば
検
査
件
数
を
増
や

△ 事業と雇用が存続され、木工団地一
体化の中核となった「けせんプレカッ
ト事業協同組合」。

問答

予
防
接
種
助
成
を
拡
大

佐
さ
々
さ
木
き
春
はる
一
かず
議員

経
緯
は
。

答
町
長

財
務
分
析
結
果
の
具
現
化

に
至
ら
ず
町
に
対
し
て
も
具

体
的
な
事
業
運
営
や
返
済
計

画
の
回
答
が
な
く
、
最
終
的

に
は
資
金
繰
り
が
悪
化
し
て

破
産
手
続
き
に
至
っ
た
も
の

と
捉
え
て
い
る
。

問
両
事
業
体
の
従
業
員

は
、「
け
せ
ん
プ
レ
カ
ッ
ト

事
業
協
同
組
合
」
に
雇
用
さ

れ
た
と
し
て
い
る
が
。

答
町
長

プ
レ
カ
ッ
ト
に
、
従
業
員

の
雇
用
と
事
業
を
継
承
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
の
林
業
・

木
材
産
業
へ
の
影
響
が
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
た
。
今
後

は
、
集
成
材
、
製
材
部
門
と

し
業
務
が
行
わ
れ
て
い
く
。

す
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

問
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
期
で
あ
る
冬
期
間

の
対
応
策
は
。

答
町
長

全
町
民
を
対
象
に
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

事
業
」
を
実
施
。
一
人
当
た

り
２
０
０
０
円
を
助
成
す
る
。

問
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス

ク
ー
ル
構
想
と
各
家
庭
と
の

通
信
環
境
の
整
備
は
。

答
教
育
長

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

等
の
実
施
は
、
臨
時
休
校
や

分
散
登
校
期
間
中
等
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
緊
急
的
な
学

習
支
援
措
置
と
し
て
実
施
す

る
計
画
。
学
習
に
利
用
で
き

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

な
い
家
庭
は
３
分
の
１
で
あ

り
、
貸
し
出
し
が
可
能
な
通

信
機
器
の
整
備
を
進
め
る
。

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ（
ギ
ガ
）ス
ク
ー

ル
構
想

児
童
生
徒
の
１
人
１
台
の
学
習
者

用
Ｐ
Ｃ
と
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

な
ど
を
整
備
す
る
。

議員のつぶやき

消費税増税と
コロナ禍が
追い打ちを
かけたのでは…

最善は尽くされたか

冬
期
間

感
染
症
対
策

我
が
町
政
を
問
う

問
通
信
環
境

整
備
を

通
信
環
境

整
備
を
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我
が
町
政
を
問
う

問

ど
う
捉
え
る
行
政
責
任

答
問
原
木
未
収
金
２
億
２
５

８
４
万
円
の
町
当
局
の
責
任

は
重
い
と
考
え
る
が
。

答
副
町
長

予
算
・
決
算
審
査
特
別
委

員
会
で
数
々
の
議
論
、
討
論

が
あ
っ
て
、
認
定
を
い
た
だ

い
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

問
原
木
未
収
金
が
積
み
重

な
っ
た
時
点
で
、
な
ぜ
連
帯

保
証
や
物
的
担
保
を
取
ら
な

か
っ
た
の
か
。

答
副
町
長

議
員
と
当
局
で
討
論
を

し
、
見
解
の
違
い
は
あ
っ
た

が
、
結
果
的
に
こ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

問
貸
し
た
側
の
行
政
責
任

を
２
年
前
に
神
田
町
長
に
た

だ
し
た
。「
責
任
は
、
大
な

り
小
な
り
あ
る
の
は
当
然
と

考
え
る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
今
も
そ
の
考
え
に
変

わ
り
は
な
い
か
。

答
町
長

基
本
的
に
そ
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
。
顧
問
弁
護
士
、

対
策
チ
ー
ム
、
議
員
に
よ
る

中
身
の
協
議
の
中
で
、
よ
り

ハ
ッ
キ
リ
し
た
も
の
が
今
後

見
え
て
く
る
部
分
も
あ
る
と

考
え
る
。

問
け
せ
ん
プ
レ
カ
ッ
ト
に

一
本
化
さ
れ
た
事
業
へ
の
今

後
の
対
応
は
。

答
町
長

一
本
化
に
よ
り
本
来
目
指

し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
が
新
た

に
稼
働
し
、
大
き
な
期
待
を

し
て
い
る
。
木
工
２
事
業
体

に
対
す
る
今
ま
で
の
反
省
も

踏
ま
え
て
、
事
業
体
と
情
報

の
共
有
等
を
図
り
な
が
ら
行

政
と
し
て
の
取
り
組
み
を
進

め
る
。

問
介
護
者
や
保
護
者
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
場
合
、
同
居
す
る
要
介

護
者
や
障
が
い
者
、
18
歳
以

下
の
子
ど
も
を
一
時
預
か
る

体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
町
長

当
町
に
は
受
入
れ
で
き
る

環
境
が
整
っ
た
宿
泊
施
設
が

な
い
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
調
整

を
し
、
基
本
的
に
在
宅
で
過

ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

る
と
考
え
て
い
る
。
18
歳
以

下
の
子
ど
も
は
、
児
童
養
護

施
設
の
利
用
も
想
定
さ
れ

る
。

問
感
染
者
の
一
時
預
か
り

施
設
と
し
て
、
現
在
使
用
さ

れ
て
い
な
い
仮
設
住
宅
も
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
保
健
福
祉
課
長

見
守
る
ス
タ
ッ
フ
と
い
う

部
分
で
の
手
だ
て
が
、
で
き

る
か
ど
う
か
の
検
討
を
し
て

か
ら
の
活
用
に
な
る
。

問
仕
事
を
休
ん
で
家
族
等

が
感
染
者
を
在
宅
介
護
す
る

場
合
の
休
職
介
護
者
助
成
金

を
創
設
す
る
考
え
は
な
い

か
。答

保
健
福
祉
課
長

今
後
、
ど
れ
位
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問
答 見守りスタッフ確保が課題

△ 感染者の一時預かりに本町仮設住宅の
活用も考えられる。

村
むら

上
かみ

薫
かおる

議員

議員のつぶやき

基
本
的
に
あ
る
と
考
え
る

一時預かりの体制整備を新型コロナ
対 策

議員のつぶやき

町民が納得できる、
それぞれの責任の
取り方が必要だ

木
工
２
事
業
体

未

収

金
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問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
克
服
し
、

地
域
を
担
う
農
林
漁
業
者
の

支
援
を
目
的
と
し
た
「
経
営

継
続
助
成
金
」
及
び
「
高
収

益
作
物
次
期
作
支
援
交
付

金
」
へ
の
取
り
組
み
状
況
は

ど
う
か
。

答
町
長

本
町
の
７
月
末
現
在
の

「
経
営
継
続
助
成
金
」
の
申

請
は
11
件
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
高
収
益
作
物
次
期

作
支
援
交
付
金
」
の
申
請
は

７
月
末
現
在
で
は
０
件
だ

が
、
今
後
３
件
の
申
請
予
定

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

各
支
援
制
度
の
情
報
は
大
船

渡
市
農
協
が
組
合
員
や
対
象

問
答 国の制度活用を推進

問
農
業
者
の
場
合
、
１
月

か
ら
３
月
ま
で
の
収
入
は
全

く
な
い
が
、
持
続
化
給
付
金

の
申
請
は
可
能
か
。

答
農
政
課
長

本
制
度
は
、
令
和
２
年
１

月
か
ら
12
月
の
間
の
い
ず
れ

か
１
カ
月
の
事
業
収
入
が
前

年
度
の
50
％
以
下
で
あ
れ
ば

申
請
で
き
る
。
確
定
申
告
ま

△ 農耕用トラクターの公道走行の説明を聞く
農業従事者。

問答

農
作
業
安
全
の
啓
発
を

阿
あ
部
べ
祐
ゆう
一
いち
議員

者
に
周
知
し
て
い
る
が
、
町

に
お
い
て
も
農
業
者
を
対
象

と
し
た
研
修
会
で
説
明
す
る

と
と
も
に
、
対
象
と
な
る
農

業
者
に
は
個
別
に
周
知
し
て

い
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
る
収
入
減

少
の
支
援
を
目
的
と
し
た

「
持
続
化
給
付
金
」
へ
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

答
町
長

農
業
者
か
ら
の
相
談
は
、

数
件
あ
っ
た
が
申
請
ま
で
は

至
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
大
船
渡
市
農
協
と
住

田
町
商
工
会
が
相
談
窓
口
と

な
り
申
請
支
援
を
し
て
い
る
。

た
は
住
民
税
の
申
告
の
い
ず

れ
か
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

前
提
と
な
る
。

問
気
仙
管
内
に
お
け
る
農

作
業
機
械
等
に
よ
る
事
故
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。
本
町
の

事
故
状
況
と
要
因
は
ど
う
か
。

答
町
長

平
成
24
年
度
に
70
歳
代

後
半
の
方
が
ト
ラ
ク
タ
ー
で

横
転
す
る
事
故
が
あ
っ
た
。

事
故
の
要
因
は
運
転
操
作
の

誤
り
に
よ
る
も
の
と
捉
え
て

い
る
。

問
今
後
、
農
作
業
機
械
等

に
よ
る
事
故
防
止
策
の
効
果

的
な
推
進
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
か
。

答
町
長

毎
年
、
春
と
秋
の
農
作
業

安
全
月
間
に
は
、
ポ
ス
タ
ー

や
横
断
幕
の
掲
示
、
住
田
テ

レ
ビ
で
農
作
業
安
全
の
啓
発

を
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、

農
林
業
振
興
会
連
絡
協
議
会

主
催
の
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
の

公
道
走
行
に
係
る
研
修
会
も

開
催
し
、
農
作
業
安
全
の
機

運
を
高
め
た
。

議員のつぶやき

豊作の秋なのに、
米価は大幅安になりそう。
これもコロナの影響か。

農業支援策を

農
作


故
防
止
策
は

我
が
町
政
を
問
う

新型コロナ
対 策
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我
が
町
政
を
問
う

問


継
続
で
設
備

更
新
を

答
問
木
工
２
事
業
体
が
盛
岡

地
方
裁
判
所
一
関
支
部
に
破

産
申
請
し
た
が
、
今
後
ど
う

進
め
る
か
。

答
町
長

三
陸
木
材
高
次
加
工
協
同

組
合
と
協
同
組
合
さ
ん
り
く

ラ
ン
バ
ー
は
、
事
業
継
続
を

断
念
し
、
７
月
31
日
付
で
盛

岡
地
方
裁
判
所
一
関
支
部
に

代
理
人
弁
護
士
を
通
じ
て
、

破
産
申
請
の
手
続
き
を
行
い

受
理
さ
れ
、
８
月
14
日
付
の

破
産
手
続
開
始
通
知
書
が
届

い
た
。
今
後
、
破
産
管
財
人

に
よ
る
債
権
整
理
が
図
ら
れ

て
い
く
が
配
当
を
受
け
て
も
、

町
が
有
す
る
債
権
の
回
収
は

非
常
に
厳
し
い
も
の
と
捉
え

て
い
る
。
今
後
も
、
町
の
顧

問
弁
護
士
、
対
策
チ
ー
ム
や

議
会
と
協
議
し
進
め
る
。

問
施
設
や
従
業
員
の
多
く

を
、
け
せ
ん
プ
レ
カ
ッ
ト
事

業
協
同
組
合
が
引
き
継
い
で

操
業
を
続
け
て
い
る
。
設
備

の
更
新
が
必
要
と
思
う
が
。

答
町
長

２
事
業
体
の
従
業
員
の
雇

用
と
事
業
を
継
承
し
、
地
域

の
林
業
・
木
材
産
業
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
て
い
た
だ

い
た
。
集
成
材
・
製
材
部
門

と
し
て
一
体
化
し
て
機
能
向

上
し
て
い
く
た
め
に
、
施
設

設
備
の
更
新
等
は
必
要
不
可

欠
と
考
え
る
。
事
業
体
と
の

情
報
の
共
有
等
を
図
り
な
が

ら
、
行
政
と
し
て
の
取
り
組

み
を
進
め
る
。

問
滝
観
洞
再
開
発
の
整
備

計
画
を
ど
う
進
め
る
か
。

答
町
長

人
口
減
少
、
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し

た
滝
観
洞
再
開
発
の
あ
り
方

を
見
据
え
た
方
針
策
定
に
鋭

意
努
力
す
る
。

問
滝
観
洞
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
、
県
道
釜
石
住
田
線
の
道

路
改
良
を
ど
う
進
め
る
か
。

答
町
長

今
年
度
は
、
調
査
予
算
が

つ
き
、
現
況
調
査
を
行
い
ど

の
よ
う
な
整
備
が
可
能
か
方

針
を
検
討
す
る
と
県
か
ら
説

明
を
受
け
た
。
河
川
改
修
と

併
せ
た
抜
本
的
改
良
を
今
後

も
対
県
要
望
等
の
機
会
を
通

し
て
県
に
強
く
働
き
か
け
て

い
く
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
大
き
な
影
響
が
あ

る
。
町
内
事
業
者
の
経
営
継

続
を
支
援
す
る
た
め
、
町
単

独
で
の
支
援
策
を
。

答
町
長

経
済
支
援
策
は
、
住
民
が

事
業
者
を
応
援
す
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
チ
ケ
ッ
ト
「
す
み
チ

ケ
」
及
び
「
す
み
チ
ケ
プ
ラ

ス
」の
実
施
を
進
め
て
い
る
。

共
生
の
町
住
田
ら
し
い
経
営

継
続
を
支
援
す
る
。

問
答 事業推進を強く要望

△ 対県要望により抜本的改良を働きかけ
る「県道釜石住田線」。

林
はやし

﨑
ざき

幸
さち

正
まさ

議員

議員のつぶやき

設
備
更
新
は
必
要
不
可
欠

早期に道路改良を

議員のつぶやき

事業継続には
老朽化した設備の更新を
急がなければならない
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［
改
正
理
由
］

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
生
じ
た
事
態
に

早
急
に
対
処
す
る
た
め
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

［
制
定
理
由
］

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
生
じ
た

事
態
に
早
急
に
対
処
す
る
た

め
、
新
た
に
一
般
職
の
職
員

の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
を
制
定
。
特
殊
勤
務
手

当
の
種
類
、
支
給
を
受
け
る

者
の
範
囲
、
手
当
の
額
及
び

そ
の
支
給
方
法
に
関
す
る
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
の
検
査
対
象

者
輸
送
車
購
入
の
内
容
は
。

答

購
入
し
よ
う
と
す
る

車
両
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ

ゴ
ン
タ
イ
プ
で
室
内
を
強
制

換
気
で
き
る
フ
ァ
ン
の
設

■
取
得
財
産

学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー

２
０
０
台
。

■
取
得
目
的

学
校
教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
を
整
備
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
実
現
の
た

め
、
学
校
に
お
け
る
児
童
生

徒
一
人
１
台
端
末
を
整
備
す

る
も
の
。

問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に

当
た
っ
て
、
学
校
、
先
生
方

へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

答

整
備
は
、
11
月
末
予

定
。
納
入
業
者
と
も
相
談
し

な
が
ら
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

と
り
、
新
年
度
に
授
業
等
で

活
用
で
き
る
よ
う
に
進
め
た

い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る

子
ど
も
の
育
成
は
、
こ
の
時

代
に
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、

す
べ
て
の
子
ど
も
が
身
に
付

け
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

問

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
用

備
品
購
入
は
、
５
地
区
公
民

館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
可

能
に
す
る
も
の
か
。

答

ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、５
地
区

の
会
議
も
想
定
し
て
い
る
が
、

多
様
な
利
用
が
で
き
る
。災

害
時
等
の
避
難
所
で
の
利
用

も
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

問

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
業
務
委
託
料
の
用

途
は
。

答

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
係
る
初
期
の
体
制
整

一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

一
般
職
の
職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例

■令和２年度各種会計補正予算
項 目 補正前の額 補 正 額 計

一般会計（第４号） 55億9099万円 3310万円 56億2409万円
一般会計（第５号） 56億2409万円 437万円 56億2846万円
一般会計（第６号） 56億2846万円 2億439万円 58億3285万円
一般会計（第７号） 58億3285万円 1700万円 58億4985万円
特
別
会
計

国民健康保険（第１号） 6億7808万円 5467万円 7億3275万円
介護保険（保険勘定）（第１号） 10億2842万円 2608万円 10億5450万円
介護保険（サービス勘定） 259万円 127万円 386万円
後期高齢者医療（第１号） 7332万円 41万円 7373万円

財
産
の
取
得

議 案 審 議

備
等
に
対
応
す

る
た
め
、
教
職

員
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
業

務
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
設

定
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
使
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
、

教
職
員
へ
の
使

用
方
法
の
周

知
、
機
器
の
初

期
設
定
作
業
等

を
委
託
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

置
、
飛
沫
感
染
予
防
の
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
ビ
ニ
ー
ル

カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
た
車
両

と
す
る
予
定
。

［
改
正
理
由
］

行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び

効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政

手
続
き
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
改
正
に
伴
い

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

［
改
正
理
由
］

傷
病
手
当
金
の
支
給
に
対

す
る
国
の
財
政
支
援
の
適
用

期
間
が
、
令
和
２
年
12
月
31

日
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の

［
改
正
理
由
］

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の

手
数
料
条
例
の

一
部
改
正

住
田
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正


小・中学校
学習用コンピューター200台

△ 環境整備が進む学習用コンピューター。

住
田
町
税
条
例
の

一
部
改
正
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主
に
活
動
し
て
い
る

こ
と
は
。

住
田
高
校
の
敷
地
内

に
あ
る
「
住
高
ハ
ウ

ス
〇
〇
」
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
運
営
を
中

心
に
、
地
域
と
高
校
生
を
つ

な
ぐ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
す
る
中
で
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
は
。

住
高
生
が
、
住
田
町

で
過
ご
す
３
年
間
を

思
い
っ
き
り
楽
し
み
、
よ
り

充
実
し
た
進
路
を
実
現
で
き

る
よ
う
、
高
校
生
は
も
ち
ろ

ん
関
係
す
る
様
々
な
方
の
声

を
お
聞
き
し
な
が
ら
活
動
を





































































































































































































































































































































進
め
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。や

り
が
い
は
な
ん
で

す
か
。

地
域
の
大
人
と
の
出

会
い
や
、
他
地
域
の

高
校
生
と
の
出
会
い
を
経
験

し
た
生
徒
が
、
成
長
し
て
い

く
様
子
を
間
近
で
見
ら
れ
る

こ
と
で
す
。
活
動
を
す
る
ま

で
は
自
信
が
な
さ
そ
う
だ
っ

た
り
緊
張
し
て
い
る
生
徒

が
、
様
々
な
人
や
地
域
資
源

と
出
会
う
こ
と
で
大
き
な
成

長
を
す
る
姿
に
は
、
い
つ
も

心
が
動
か
さ
れ
ま
す
。

住
田
町
の
い
い
と
こ

ろ
は
。

高
校
生
が
地
域
で
活

動
す
る
際
に
い
つ
も

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る

と
こ
ろ
で
す
。
高
校
生
に
限

ら
ず
、
若
者
の
挑
戦
に
寛
大

だ
と
感
じ
ま
す
。

町
や
議
会
に
望
む
こ

と
は
。

ＱＡ

　本会議や一般質問の模様は、
住田テレビの「議会放送」で
もご覧いただけます。
放映時間は､午後６時からです。

12月議会は
日 月 火 水 木 金 土

12/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

一般質問 本会議

住にれる住生をするの。住にれる住生をするの。

成
長
す
る
姿
に
心
が

か
さ
れ
ま
す

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

△ 教育コーディネーター
小
お
宅
やけ
優
ゆ
美
み
さん

女
性
や
若
者
が
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
を
整
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
女
性
や
若
者
の

目
線
で
の
施
策
が
ま
だ
ま
だ

少
な
い
と
感
じ
ま
す
。
住
田

に
住
み
、
働
き
続
け
た
い
と

い
う
若
者
の
思
い
を
汲
み

取
っ
た
政
治
を
求
め
ま
す
。

Ｑ

Ａ
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め
ざ
す
ぞ
、
監
督
・
コ
ー
チ
！

獣
医
師
に
な
り
た
い

　10 月３日は有住保育園の運動会でした。徒競
走やかわいいお遊戯など見所満載。初めてのリ
レーとなるぱんだ組（４歳児）は、お父さん、
お母さんの応援を背に一生懸命バトンを繋ぎま
す。また、４歳児、５歳児による見事なバルーン
遊戯もあり、園庭に広がる大きなバルーンに会
場からは拍手が上がっていました。

後後後後記記後記記記集後記記編編集後集 記記記後記後後後記記記記記記記記記記記記記記後後後後後記集編 後編集後集 記記記記記記記記記後後後後後記集編 後記編集後集編集後記編集後記編集後記
朝夕、冷気を感ずる季節となりました。インフルエンザの流行期になります。新型コロナとの複合感染は要注意です。
９月議会は決算審査の議会。町民にとっての効果や成果を検証しました。少しでも議会だよりでお知らせできればと思います。お気づきのことがあればお聞かせください。

広報編集常任委員会
　委員 荻原　　勝

パート

３

ぼくは野球が大好きで、スポ少で監督やコー
チ、お父さんに教わったことを子どもたち
に教えたいです。そして、大会や、練習試
合で子どもたちを勝たせてあげたいです。
子どもたちがエラーしても声をかけたり、
励ましたり、アドバイスをしたりする監督
やコーチになるのがぼくの夢です。

わたしの夢は、獣医師になることです。
獣医師になりたいわけは、けがをした動物
や病気にかかった動物を助けたいからです。
わたしは、ねこを飼っていて動物が大好き
です。獣医師になれるように、たくさん勉
強をがんばりたいです。

獣医師

やコーチになるのがぼくの
監督

やコーチ
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